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ケーブルテレビの事業の概要について

平成１９年９月４日

（社）日本ケーブルテレビ連盟

（通信・放送の総合的な法体系に関する研究会）
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（総務省ＨＰより）

ケーブルテレビ加入世帯の増加
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第29回受信実態調査（速報）

42.5%

43.6%

42.2%

41.3%

44.9%

46.3%

12.9%

14.6%

18.0%

15.7%

17.3%

19.2%

32.0%

25.9%

25.6%

25.6%

23.2%

17.3%

9.2%

11.2%

9.2%

12.7%

10.2%

11.8%

0.4%

0.5%

0.5%

0.9%

0.5%

0.5%

4.1%

3.0%

4.5%

3.8%

3.9%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2006年

2005年

2004年

2003年

2002年

2001年

個別受信（屋外） 室内アンテナ 集合住宅共同受信

都市型CATV 障害対策共同受信 条件不利地域共同受信

６．地上放送の受信形態
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地上放送の受信形態の推移

○ 個別受信の割合は 42.9% であり、2004年からほぼ横ばいである。

○ 共同受信の割合は 57.1% であり、内訳として集合住宅共同受信が減少し、都
市型CATVが増加する傾向がみられる。

地上放送の受信形態

ウェイト集計

個別受信 共同受信

個別受信
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共同受信
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（ 平成18年7月実施 NHK受信実態調査より ）

地上放送の受信形態と推移

約1.8万施設
約164万世帯

－２－
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※2004年（平成16年）5月末までは任意調査、2004年6月末より改正電気通信事業報告規則に基づく調査
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光ファイバ (FTTH)

○加入者数 ： 880.3万
（2007年3月末現

在）

光ファイバ光ファイバ (FTTH)(FTTH)

○加入者数 ： 880.3万
（2007年3月末現

在）

無線

○加入者数： 1.1万
（2007年3月末現

在）

無線無線

○加入者数： 1.1万
（2007年3月末現

在）

ＡＤＳＬ

○加入者数 ： 1,401．3万
（2007年3月末現在）

ＡＡＤＳＬＤＳＬ

○加入者数 ： 1,401．3万
（2007年3月末現在）

ケーブルインターネット

○加入者数 ： 360.3万
（2007年3月末現在）

ケーブルインターネットケーブルインターネット

○加入者数 ： 360.3万
（2007年3月末現在）

880.3万

1.1万

1,401.3万

360.3万

（2007年3月末現在）

ブロードバンドサービス加入者状況
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ケーブルテレビ電話の契約数の推移

－４－
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ケーブルテレビの事業構造

ケーブルテレビ事業

コンテンツ（サービス）

提供

プラットフォーム機能

（顧客管理）

伝送インフラ

所有

－５－
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：地域情報

：行政情報

：防災情報

ｂ）自主制作番組

（コミュニティチャンネル）

：地上波、BSａ）放送の再送信

インターネット
サービス

VODサービス

：プライマリーIP電話

：050IP電話

：DOCSIS2.0
：DOCSIS3.0
：FTTH
：ワイヤレス（将来）

：映像TS配信

：映像IP配信

：CS放送サービスを受信し、再送信

：地上ネットワークにより受信し、再送信

電話サービス

ｃ）多チャンネル有料サービス

放送

サービス

－６－

ケーブルテレビのサービス形態
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地域に、生活に、役立つケーブルテレビ

トリプルプレイ＋新たなサービス

放 送

インターネット

電 話

＋

Ｐ波地震警報

音楽配信サービス

映像配信サービス

（ビデオ・オンデマンド）

地域コミュニティ放送

生活道路

定点カメラ映像

RFID児童見守り

サービス

独居老人見守り

サービス

超ローカル広告

配信サービス

など
－７－
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デジタルテレビは“総合情報端末”に！

家庭内ネットワーク

家庭内情報家電機器＆ＬＡＮシステム

インターネット

ケーブルテレビ網
（既にインターネット接続が可能）

（電話回線ＯＲ光回線等の通信回線）

ＣＡＴＶ網は、デジタルテレビとの相性がよい！

将来はＩＴ端末へ

デジタルテレビ

ＤＶＤ／D-VHS

PDA

FAX

TEL

PC

高速

低～高速

行政機関

公共施設等

ファイアーウオール

ケーブル回線（光ケーブル）

地域に、生活に役立つケーブルテレビ

～視聴者のメディアとしてのケーブルテレビ～

－８－

ＣＡＴＶ網はクローズで安全！
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参 考 資 料

－参考１－
（㈱中海テレビ放送公開資料より）
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参 考 資 料

－参考２－ （㈱中海テレビ放送公開資料より）
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参 考 資 料

－参考３－
（㈱中海テレビ放送公開資料より）


